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勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 ニ 号

　 　 　 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３ 　 条 例 第 十 四 条 第 三 号 に 規 定 す る 特 別 休 暇 は 時 間 単 位 で 受 け る こ と が で き る も の と し 、 時 間 単 位 で 受 け る 場 合 に あ つ て は 、

一 日 を も つ て 当 該 職 員 の 一 日 当 た り の 正 規 の 勤 務 時 間 ︵ 一 時 間 に 満 た な い 端 数 が あ る と き は 、 一 時 間 に 切 り 上 げ る 。 ︶ と

す る 。 こ の 場 合 に お け る 特 別 休 暇 を 受 け る こ と が で き る 期 間 は 、 一 回 に つ き 最 初 に 勤 務 を 免 除 さ れ る 時 か ら 起 算 し て

四 十 八 時 間 以 内 と す る 。

　 別 記 様 式 第 五 注 一 中 ﹁

妊障 ﹂ を ﹁健康サポート１ ﹂ に 、 ﹁生理 ﹂ を ﹁健康サポート２ ﹂ に 改 め 、 同 様 式 注 三 中 ﹁条例第

１４条第４号 ﹂ を ﹁条例第１４条第１号、第４号及び第６号 ﹂ に 改 め る 。

　 別 記 様 式 第 五 の 二 注 一 中 ﹁

妊障 ﹂ を ﹁健康サポート１ ﹂、同条第３号の場合は ﹁健康サポート２ ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 規 定 は 、 令 和 六 年

四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号

　 　 　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 条 中 ﹁ 第 二 条 第 五 号 イ ⑵ ﹂ を ﹁ 第 二 条 第 六 号 イ ⑵ ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 規 定 は 、 令 和 六 年

四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号

　 　 　 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 第 七 号 中 ﹁ 又 は ﹂ を ﹁ 、 ﹂ に 、 ﹁ 世 話 ﹂ を ﹁ 当 該 子 の 世 話 又 は 在 籍 す る 学 校 等 の 臨 時 休 業 等 に 伴 い 必 要 と な る 当 該 子

の 世 話 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 規 定 は 、 令 和

六 年 一 月 九 日 か ら 適 用 す る 。
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名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号

　 　 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　
名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 ︵ 平 成 二 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　
第 二 条 第 三 号 中 ﹁ ︵ 昭 和 三 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 号 を 同 条 第 四 号 と し 、 同 条 第 二 号 の 次 に 次 の 一

号 を 加 え る 。

　
三 　
職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 三 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ 第 二 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 国 家 公 務 員

　
第 五 条 第 二 項 第 一 号 イ ⑶ 中 ﹁ 第 二 条 第 三 号 ﹂ を ﹁ 第 二 条 第 四 号 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 ﹁ 前 三 号 ﹂ を ﹁ 前 各 号 ﹂ に 改 め 、

同 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 項 第 三 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　
四 　
職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 二 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 ︵ 同 条 例 第 六 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ︶ の 規 定 に よ り 自 己 啓 発 等 休 業 を し た 期 間 ︵ 休 業 を し た 月 を 休 業 中 と し 、 職 務 に 復 帰

し た 月 を 休 業 中 で な い も の と す る 。 ︶ の 月 数 の 二 分 の 一 の 月 数 。 た だ し 、 職 員 と し て の 職 務 に 特 に 有 用 で あ る と 認 め ら

れ る 場 合 は 、 除 算 し な い 。

　
五 　
職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 ︵ 同 条 例 第 五 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ︶ の 規 定 に よ り 配 偶 者 同 行 休 業 を し た 期 間 ︵ 休 業 を し た 月 を 休 業 中 と し 、 職 務 に 復 帰

し た 月 を 休 業 中 で な い も の と す る 。 ︶ の 月 数 の 二 分 の 一 の 月 数

　 　 　
附
　
則

　
こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃
　 　 　 　

　
特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号

　 　 　 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 令 和 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 　 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則

　 第 一 条 中 ﹁ 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 ﹂ を ﹁ 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、

費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 ﹂ に 改 め る 。

　 第 六 条 中 ﹁ 一 会 計 年 度 ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 、 当 該 年 度 の 前 年 度 の 十 二 月 二 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま

で の 期 間 を 含 む 。 第 六 条 の 二 に お い て 同 じ 。 ︶ ﹂ を 加 え 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 ︵ 勤 勉 手 当 の 支 給 を 受 け る 会 計 年 度 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 ︶

第� 六 条 の 二 　 条 例 第 七 条 の 二 第 一 項 の ﹁ 管 理 者 が 定 め る 者 ﹂ は 、 基 準 日 に そ れ ぞ れ 在 職 す る 一 週 間 当 た り の 正 規 の 勤 務 時 間

が 十 五 時 間 三 十 分 以 上 で 一 会 計 年 度 内 に お け る 任 期 が 六 月 以 上 の 者( 任 命 権 者 が 定 め る 者 を 除 く 。) と す る 。

　 第 七 条 第 二 項 中 ﹁ 及 び 期 末 手 当 ﹂ を ﹁ 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 ﹂ に 改 め る 。

　 第 九 条 第 四 項 中 ﹁ 期 末 手 当 ﹂ の 下 に ﹁ 及 び 勤 勉 手 当 ﹂ を 加 え る 。

　 附 則 第 二 項 の 見 出 し 中 ﹁ 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 ﹂ を ﹁ 特 別 職 の 非 常 勤 の 職

員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関

す る 条 例 施 行 規 則 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 給 与 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号

　 　 　 給 与 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 給 与 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︵ 昭 和 六 十 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 第 二 項 中 ﹁ 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 ﹂ を ﹁ 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 等 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 給 与 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後

の 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

２ 　 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 ︵ 令 和 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ︶ 附 則 第 十 一 項 若 し く は 第

十 二 項 又 は 第 十 四 項 若 し く は 第 十 五 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 に 対 す る 改 正 後 の 規 則 附 則 第 二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 同 項 中 ﹁ 地 方 公 務 員 法 ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ︶ 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占

め る ﹂ と あ る の は 、 ﹁ 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 ︵ 令 和 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ︶ 附 則 第
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十 一 項 若 し く は 第 十 二 項 又 は 第 十 四 項 若 し く は 第 十 五 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た ﹂ と す る 。

　 　 　 　
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃
　 　 　 　

　
管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 八 号

　 　 　
管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　
管 理 職 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　
第 三 条 第 二 項 中 ﹁ 百 円 ﹂ を ﹁ 一 円 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　
附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 等 ︶

１
　
こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 管 理 職 手 当 規 則 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

　
︵ 管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

２
　
管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︵ 令 和 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
附 則 第 二 項 中 ﹁ 百 円 ﹂ を ﹁ 一 円 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 　
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃
　 　 　 　

　
非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号

　 　 　
非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　
非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 四 十 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 第 二 条 中 ﹁ 同 条 第 三 項 ﹂ を ﹁ 第 四 条 第 一 項 ﹂ に 改 め る 。

　 第 十 条 の 二 第 二 号 中 ﹁ 若 し く は ﹂ を ﹁ 又 は ﹂ に 改 め 、 ﹁ 又 は 売 春 防 止 法 ︵ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 十 八 号 ︶ 第 十 七 条 の 規 定

に よ る 補 導 処 分 と し て 婦 人 補 導 院 に 収 容 さ れ て い る 場 合 ﹂ を 削 る 。

　 別 表 第 一 第 二 項 第 五 号 中 ﹁ 皮 膚 か い よ う ﹂ を ﹁ 皮 膚 潰 瘍 ﹂ に 改 め 、 同 表 第 三 項 第 三 号 中 ﹁ さ く 岩 機 ﹂ を ﹁ 削 岩 機 ﹂ に 改 め 、

同 表 第 四 項 第 三 号 中 ﹁ う る し ﹂ を ﹁ 漆 ﹂ に 改 め 、 同 表 第 七 項 中 第 十 六 号 を 第 十 七 号 と し 、 第 十 一 号 か ら 第 十 五 号 ま で を 一 号

ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 十 一 　 三 ・ 三
― ジ ク ロ ロ ― 四 ・ 四 ― ジ ア ミ ノ ジ フ ェ ニ ル メ タ ン に さ ら さ れ る 業 務 に 従 事 し た た め 生 じ た 尿 路 系 腫 瘍

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 規 定

は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 四 月 十 六 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 号

　 　 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 十 七 条 第 四 号 中 ﹁ 第 百 六 十 五 条 の 七 ﹂ を ﹁ 第 百 六 十 五 条 の 六 ﹂ に 改 め る 。

　 第 四 十 五 条 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 ︵ 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 に 対 す る 歳 入 の 徴 収 又 は 歳 入 等 の 収 納 の 委 託 ︶

第� 四 十 五 条 の 二 　 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 管 理 者 が 定 め る 歳 入 等 ︵ 歳 入 及 び 歳 入 歳 出 外 現 金 を い う 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ︶ は 、 次 に 掲 げ る も の 以 外 の 歳 入 等 と す る 。

　 一

 

　 地 方 譲 与 税 、 地 方 交 付 税 、 国 庫 支 出 金 そ の 他 の 国 又 は 他 の 普 通 地 方 公 共 団 体 か ら 交 付 さ れ る 歳 入

　 二 　 繰 入 金 そ の 他 の 本 組 合 の 他 の 会 計 か ら 繰 り 入 れ る 歳 入 及 び 繰 越 金

２ 　 管 理 者 は 、 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 歳 入 の 徴 収 又 は 歳 入 等 の 収 納 に 関 す る 事 務 を 委 託 し よ う と す る と

き は 、 あ ら か じ め 会 計 管 理 者 と 協 議 す る も の と す る 。

３ 　 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 に 委 託 さ れ た 歳 入 の 徴 収 又 は 歳 入 等 の 収 納 に 関 す る 事 務 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 さ れ な け

れ ば な ら な い 。

　 一

 

　 歳 入 の 徴 収 又 は 歳 入 等 の 収 納 を し た と き は 、 納 人 に 対 し 領 収 書 を 交 付 す る こ と 。 た だ し 、 官 公 署 等 の 納 人 が 定 め た 領

収 書 に よ り 受 領 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

　 二 　 収 納 し た 現 金 等 は 、 即 日 又 は 管 理 者 の 指 定 し た 日 ま で に 指 定 金 融 機 関 等 に 払 い 込 む こ と 。

　 三

 

　 前 号 の 規 定 に よ り 現 金 等 を 払 い 込 ん だ と き は 、 管 理 者 に 対 し そ の 内 容 を 示 す 計 算 書 を 管 理 者 の 定 め る 期 日 ま で に 提 出

す る こ と 。

　 第 七 十 八 条 第 一 項 中 ﹁ も し く は 過 渡 し ﹂ を ﹁ 又 は 過 渡 し ﹂ に 、 ﹁ ま た は ﹂ を ﹁ 及 び ﹂ に 、 ﹁ も し く は 概 算 払 ﹂ を ﹁ 若 し く は

概 算 払 を し 、 又 は 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 支 出 に 関 す る 事 務 を 委 託 し た 場 合 ﹂ に 改 め る 。

　 第 七 十 八 条 の 二 第 一 項 中 ﹁ 令 第 百 六 十 五 条 の 三 第 一 項 ﹂ を ﹁ 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 ﹂ に 、 ﹁ 支 出 事 務 を 私 人 に ﹂ を

﹁ 支 出 に 関 す る 事 務 を ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ 私 人 ﹂ を ﹁ 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 ﹂ に 、 ﹁ 支 出 事 務 は 、 次 の 各 号 に ﹂ を ﹁ 支

' '
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出 に 関 す る 事 務 は 、 次 に ﹂ に 改 め る 。

　
第 百 八 十 六 条 中 ﹁ 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 一 項 前 段 ﹂ を ﹁ 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 八 第 一 項 前 段 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　
附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 等 ︶

１ 　
こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か

ら 適 用 す る 。

　
︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　
こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ 第 四 十 五 条 の 二 第 三 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ︵ 令 和 五 年 法 律 第 十 九 号 ︶ 附 則 第 二 条 第 三 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の

例 に よ り 公 金 の 徴 収 又 は 収 納 に 関 す る 事 務 を 行 わ せ る 場 合 に お け る 当 該 事 務 を 行 う 者 は 、 地 方 自 治 法 ︵ 昭 和 二 十 二 年 法 律

第 六 十 七 号 ︶ 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 指 定 公 金 事 務 取 扱 者 と み な す 。

３ 　
改 正 後 の 規 則 第 七 十 八 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 地 方 自 治 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 ︵ 令 和 六 年 政 令 第

十 二 号 。 以 下 ﹁ 改 正 政 令 ﹂ と い う 。 ︶ 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ り 公 金 の 支 出 に 関 す る 事 務 を 行 わ

せ る 場 合 は 、 地 方 自 治 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 支 出 に 関 す る 事 務 を 委 託 し た 場 合 と み な す 。

４ 　
改 正 後 の 規 則 第 七 十 八 条 の 二 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 改 正 政 令 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ り 公

金 の 支 出 に 関 す る 事 務 を 行 わ せ る 場 合 に お け る 当 該 事 務 を 行 う 者 は 、 地 方 自 治 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 指

定 公 金 事 務 取 扱 者 と み な す 。
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